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A²アセスメントレーダー活用方法
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（１）

A²アセスメントレーダー

読み取りのコツ！
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A²アセスメントレーダー
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R３年より、４年間住之江支援学校では個別の教育支援計画
にA²アセスメントを活用してきました。
本人のおおまかな状況が一目でわかるため、支援計画のみな
らず、今年度も学習指導案作成時の実態把握や、児童生徒指
導の場面でも課題解決のヒントとして活用されました。
これまでの４年間を振り返り、先生方からよくお聞きする声
にお応えして、A²アセスメントレーダーから読み取れること、
読み取り方のコツについてお伝えします。



①身辺自立

トイレットトレーニング・更衣

②理解言語(聞く)・表出言語(話す)

言語代替ツールを含む言語の習得活用

③対人関係

②言語(代替ツール含)を身につけると、コミュ

 ニケーションがとれるようになる

④情動・注意多動衝動

②と③が身につくことで、安心できる人間関係が

 構築でき、情動・行動がおちついていく

⑤読む・書く

②③④までが身につくことで、学習への準備が

 整う

発達に伴う優先順位①
①

②

③

④

⑤

※適切な環境設定ができているという前提

凹

別枠

課題の設定の考え方
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レーダーの凸凹で強みと弱みは見てわかるのですが、課題として取り組むことは、レーダーのへこんでいる部分とは限りません。レーダーの高い

部分は強みとして支援に生かしていきますが、へこんでいる部分が僅差の場合は、こちらの図を支援の優先順位として参考にしてください。

トイレットトレーニングは知的発達に
関係なく習得できます



※適切な環境設定ができているという前提

粗大運動・作業の項目が凹んでいる場合

前述の①～⑤とは別で支援課題を設定

・粗大運動

ボディイメージをつかむ取り組み

 体幹をきたえられるような取り組み

 運動発達を促す取り組み

・作業

手先を使った自活教材を活用する

数量が凹んでいる場合

数量は全項目中で一番難しく、ほとんどの児童生徒が
凹んでいます。数量以外の項目が全て高い場合のみ課
題に設定します。算数的な概念理解を育てていきます。

発達に伴う優先順位②凹
課題の設定の考え方

別枠
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他の部分に先に取り組むほうが、わかること・できることが増えるため、
数量以外を優先します。



強みの考え方① ・身辺自立

体を使って繰り返すことで覚えることができる

・情動

気持ちが安定しているので、取り組みがしやすい

 気持ちのコントロールができる

・注意衝動多動

行動が落ち着いているので、落ち着いて取り組める

集中して物事に取り組める

・対人関係
人と関わることが好き・得意。関わり方を知っている

相手の意図が理解できる

・理解言語

言葉で聞いたことがわかる

 言葉での指示に応じることができる

・表出言語

言葉(身振り手振り含む)で伝えることができる

凸

ページ７



・読む

視覚的な情報から理解することが得意

 文字を読むことができる

・書く

 文字の持つ意味がわかる

 書くことを用いた学習方法が得意

・数量

物事の関係性がわかる、概念理解ができる

・作業

手先が器用なので、作業を取り入れた学習方法が合う

・粗大運動

自分の意志通りに身体を動かせる

 身体を使うことが得意

強みの考え方②凸
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レーダーの凸凹の差で、本人の中での得意・不得意はわかるが、

そもそも発達が幼いということを忘れない！！

理解言語…言葉での指示を聞くことができる

読む…視覚的な理解が得意

読むより理解言語（聞く）が高いので、言

葉での指示のほうが理解しやすいが、理解

言語（聞く）自体も発達的に幼いので、言

葉で伝えたことが全てわかるわけではない。

言葉以外にも本人にわかりやすい工夫（記

憶を補うための絵カード、聞き取りやすい

環境の設定など）も必要です。
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（言葉での指示）

（視覚からの指示）



エクササイズ

①

②

①身辺自立

必ず取り組む

②話すことに取り組む

この児童は発話がないため、言語代替

コミュニケーションツールを活用する

サイン・カード・DropTapなど

その後…

③児童からの表出が増えることによって

対人関係でのやりとりが成立する

④やりとりができることによって、児童

の思いが伝わり、気持ちが安定する

視覚・聴覚どちらへも支援が必要
です。視覚支援をしながら、児童
にわかりやすくゆっくり話す。
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③

④

※そもそも発達が幼いということを忘れない！！



（２）

A²アセスメントレーダーを

【新】「 個別の教育支援計画 」

に生かす方法
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A²アセスメントレーダーを活用した「 実態 」の記入方法

拡大図
【支援シート】
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A²［支援のための発達アセスメント］

黄色

緑色

青色
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【支援シート】

粗大運動

身辺自立 注意・多動・衝動

理解言語(聞く) 表出言語(話す)

情動対人関係

読む作業 数量書く

黄色レーダー
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【支援シート】

粗大運動

注意・多動・衝動

理解言語(聞く) 表出言語(話す)

情動対人関係

読む作業 数量書く

緑色レーダー
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【支援シート】

セルフエスティーム

社会参加

ルールの遵守・衝動

共感性・対人関係

読む 数量書く

青色レーダー
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（３）

「支援目標」や「支援方法」を

導き出すコツ！
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「 目標 」の設定方法

拡大図【支援シート】
支援の目標

支援の目標

合理的配慮を含む支援内容
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支援目標の設定方法①

★ 【A²アセスメントレーダー】のチェックリストを参考にしながら、次の課題を考える

なにを目標にすればよいのか…？
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望ましい行動事前の手立て 望ましい結果

現在の行動行動の前 行動の後(結果)

本人がどのような
行動をして

どのような結果になっているか
(行動によって

本人が得ているもの)

きっかけと
なっていること

望ましい結果

現在の結果から望ましい姿を導き出す

望ましい行動

そのために事前にできることを考える

環境設定

望ましい行動をとる
ためのきっかけ

現在の課題

目標支援方法を考える材料合理的配慮を考える材料

支援目標の設定方法②

Antecedents Behavior Consequences先行条件 行動 結果

コレに困ってるんです！

そのためにどんな行動をとり、思いを持つべきか
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B：望ましい行動A：事前の手立て C：望ましい結果

B：現在の行動A：行動の前 C：現在の後(結果)

現在の結果から望ましい姿を導き出す

そのために事前にできることを考える

現在の課題

目標支援方法を考える材料合理的配慮を考える材料

（ 具体例 ）

歯磨きセットを
教室内で
放り投げる

歯磨きをせずに
    早くあそびたい

やりとりに時間が
かかり、歯磨きを
しなくてもよくなる

現
状

支
援

環境設定：歯磨きの後、

遊ぶ時間があるという

ことが見通せる。

・放り投げないで歯磨きが  
できる

・歯磨きをしようと思える

そのためにどんな行動をとり、思いを持つべきか
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・歯磨きができる
・その後楽しくあそぶ



B：望ましい行動A：事前の手立て C：望ましい結果

環境設定：歯磨きの後、

遊ぶ時間があるという

ことが見通せる。

目標支援方法を考える材料合理的配慮を考える材料支
援

支援の目標

支援の目標
・歯磨きの必要性がわかり、食後の歯磨きに取り組むことができる。
・

合理的配慮を含む支援内容

スケジュールカードを使い、「給食→歯磨き→休み時間」の流れに見通しを持てるようにする。安心し
て歯磨きに取り組めるよう、給食後歯磨きにかかる時間と遊べる時間を、本人がわかるようタイマー等
を使って視覚的に伝える。本人のお気に入り歯磨きソングをかけ、歯磨きの時間が楽しい時間になるよ
うにする。視聴覚教材を使って虫歯の怖さや歯磨きの大切さを学習し、歯磨きの価値を理解できるよう
にする。歯ブラシ等を粗雑に扱わないようにするため、丁寧に扱うことができたらシールを貼り、シー
ルが溜まったら好きな遊びと交換できるトークンシステムを利用し、楽しみながら正しいマナーを身に
つける。
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・歯磨きができる
・その後楽しくあそぶ

・放り投げないで歯磨きが  
できる

・歯磨きをしようと思える



B：望ましい行動A：事前の手立て C：望ましい結果

B：現在の行動A：きっかけ C：現在の結果

現在の結果から望ましい姿を導き出す

そのためにどんな行動をとり、思いを持つべきかそのために事前にできることを考える

現在の課題

目標支援方法を考える材料合理的配慮を考える材料

困っていることや課題を書き出し、クラスで話し合って
目標や支援方法を考えてはいかがでしょうか？

現
状

支
援
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ご清聴ありがとうございました
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